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AI・データ
サイエンス入門

2018年度 後期(4Q) 基盤科目(技術と社会) KB8199

▶ 近年におけるスマートフォンをはじめとするモバイル機器やソーシャルネットワーキングサービ

ス(SNS : Social Networking Service)の普及により、スマートフォンに組み込まれているセンサーによ

るデータやSNSの利用者によるテキストメッセージなどエクサバイトにおよぶビッグデータが日々

生み出されている。

▶ スマートフォン以外にも、自動車や家電製品などに組み込まれたセンサーが取得する様々なデー

タのやり取りがインターネットを介して行われるモノのインターネット(IoT : Internet of Things)によ

り、第４次産業革命が引き起こされると考えられている。

▶ こうした社会を実現していくためには、人間だけでなく人工知能(AI : Artificial Intelligence)がビッ

グデータに対する対応や解析を行って行かなければならない。

▶ そこで、AIを中心にこれからの社会におけるデータの流れや活用方法などを取り扱う。

第1回　ガイダンス

第2回　データとは何か

第3回　IoTとは何か

第4回　AIとは何か

第5回　AI vs 人間（手書き数字認識）

第6回　事例紹介（モータの寿命判定）

第7回　事例紹介（フィンテック）

第8回　まとめ

【全学教育機構】

　栗原和美、小西康文、

　佐藤伸也、山崎大

【工学部】

　鈴木智也、羽渕裕真

【IT基盤センター】

　山本一幸

授業計画 担当教員一覧 (50音順)

成績の評価方法

各回の課題

（100％、毎回異なるテーマ

で行われる講義内容の確認） 
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PCの
持ち込み
歓迎！

AP06
テキストボックス
【資料2-B-03】







英語学修相談室
相談日：原則月曜日

5/20 5/27 6/3 6/10 6/17 6/24 7/1 7/8  7/22

10/7  10/21  10/28  11/11  11/18  11/25  12/2  12/9

12/16 1/20

相談時間 ： 14：00～15：00

担当教員：福田浩子

場所：共通棟１号館３０３室

※担当教員の都合により、変更になる場合があります。

英語学修に関する相談全般を受け付けます。
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英語学修相談室
相談日：原則火曜日

5/21 5/28 6/4 6/11  6/18 6/25 7/2  7/9  7/16  7/23
10/8  10/15  10/22  10/29  11/5  11/12  11/19  11/26
12/3  12/10  12/17  1/14  1/21
相談時間 ： 13：00～14：00
担当教員：上田敦子

場所：共通棟１号館２１２室

※担当教員の都合により、変更になる場合があります。

英語学修に関する相談全般を受け付けます。



英語学修相談室
相談日：原則水曜日

5/22 5/29 6/5  6/12 6/19 6/26 7/3 7/10  7/17  7/24
10/9 10/16 10/23 10/30  11/6  11/13  11/20  11/27
12/4  12/11  12/18  1/8  1/15  1/22
相談時間 ： 14：30～15：30
担当教員：大森 真

場所：共通棟１号館２３２室

※担当教員の都合により、変更になる場合があります。

英語学修に関する相談全般を受け付けます。



英語学修相談室
相談日：原則木曜日

5/23 5/30 6/6  6/13 6/20 6/27 7/4 7/11  7/18 

10/10 10/17 10/24 10/31  11/7  11/14  11/21  11/28

12/5  12/12  12/19  1/9  1/16  1/23

相談時間 ： 15：00～16：00

担当教員：大山 廉

場所：共通棟１号館３３１室

※担当教員の都合により、変更になる場合があります。

英語学修に関する相談全般を受け付けます。



茨城大学１dayキャンパス

Illustration by Shu Kikuchi（教育学部美術選修2年）

in 土浦二高
土浦二高のみなさん，こんにちは！昨年に引き続き，2回目の「茨城大学1dayキャンパス」を土浦
二高で開催します。茨城大学の先生＆土浦二高出身の現役茨大生もおじゃまします！今年も会場参
加型のトークセッションもあるので，高校時代の経験談や大学生活の本音，昨年聞くことができな
かったことなど，気になることをどんどん聞いてくださいね！

日時
2018年12月15日（土）

9:00～12:20

①9:00～10:30 特別講座「茨大の知のフロンティア」
人文社会科学部人間文化学科

野口康彦 教授

何が怖いの？
放射線とがんの話

人文社会科学部法律経済学科

清山 玲 教授

教育学部情報文化課程

小林祐紀 准教授

理学部理学科化学コース

折山 剛 教授

理学部理学科生物科学コース

中村麻子 教授

工学部機械システム工学科

近藤 良 教授

全学教育機構

小西康文 准教授

農学部地域総合農学科

牧山正男 准教授

経済学・経営学メジャー入門

教育の近未来を想像しよう
－ICTを活用した教育－

分子モデルを使って
ケミストリーの世界を見てみよう

はじめてふれる心理学
－対人関係とコミュニケーション－

障がい者のための
ロボット技術と制御工学

AI・データサイエンス入門
～ AI vs 人間～

人口減少時代のフロンティア
～ 2040年の日本を創る君たちへ

②11:20～12:20 会場：多目的室
大学生が集合！茨大トークセッション

大学生活ってどんな感じ？研究室はどんなところ？受験勉強ってどうすればいい･･･？進路
はいつ決定した？－そんな素朴な疑問・不安に，土浦二高を卒業した現役茨大生がお答え
するトークセッション。進路選択に迷っているみなさんもどしどしご参加ください！
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茨城大学１dayキャンパス

Illustration by Shu Kikuchi（教育学部美術選修2年）

in土浦二高

人文社会科学部人間文化学科

野口康彦 教授
はじめてふれる心理学
－対人関係とコミュニケーション－

キーワード：
非言語的コミュニケーション，パーソナルスペース，対人認知，
自己開示，開かれた質問

人文社会科学部法律経済学科

清山 玲 教授
経済学・経営学メジャー入門

教育学部情報文化課程

小林祐紀 准教授
教育の近未来を想像しよう
－ICTを活用した教育－

理学部理学科化学コース

折山 剛 教授
分子モデルを使って
ケミストリーの世界を見てみよう

何が怖いの？
放射線とがんの話

理学部理学科生物科学コース

中村麻子 教授

工学部機械システム工学科

近藤 良 教授
障がい者のための
ロボット技術と制御工学

全学教育機構

小西康文 准教授
AI・データサイエンス入門
～ AI vs 人間～

農学部地域総合農学科

牧山正男 准教授
人口減少時代のフロンティア
～ 2040年の日本を創る君たちへ

キーワード：
子どもの貧困，絶対的貧困，相対的貧困，所得格差，教育格差

キーワード：
学校教育，ICT，タブレット端末，アクティブ・ラーニング

キーワード：
有機化合物，異性体，結合，SDGs，グリーンケミストリー

キーワード：
DNA損傷，2015年ノーベル化学賞，放射線

キーワード：
ロボット，制御，下肢障がい

キーワード：
人工知能（AI），ニュートラルネットワーク，手書き数字，
画像データ，Python

キーワード：
2040年問題，少子・高齢化，中山間地域，都市農村交流，
田園回帰

①9:00～10:30
特別講座
茨大の知の
フロンティア

②11:20～12:20
会場：多目的室
茨大トーク
セッション

人文学部社会科学科

3年 長永勇太

工学部都市システム工学科

3年 若山崇大

理工学研究科
量子線科学専攻

修士2年 五頭史泰

農学部地域総合農学科

1年 石倉未悠

こちらの5人の
学生が
おじゃまします！

教育学部技術選修

3年 栗崎裕野



授業内外で必要な英語リスニング・
スピーキング力を養うサポートをします！

Chatting Time

 日程：原則、毎週月曜日
５ 月20・27日、６ 月3・10・17・24日
７ 月1・8・22日
10月7・21・28日
11月11・18・25日
12月2・9・16日

 時間： 14：00～15：00
1レッスン20分 (予約制)

 場所：共通教育棟１号館２階２１８室
 講師：館 深雪
（全学教育機構 英語教員）

 対象：茨城大学全学部１～４年生
※都合により、変更になる場合もありますので、レッスン前に必ず予約
サイトにて確認してください。
※1回に1～3人まで参加可能です。

こんな人におススメ
英語で会話や主張ができるようになりたい！
英語の発音を良くしたい！
英語の講義でサポートが欲しい！
その他の英語学習に関する質問もOK

ご予約・空席の確認はこちらから
http://egs.lae.ibaraki.ac.jp/
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講師：シュミット先生 (全学教育機構)
日程 火・水・木曜日

５月21・23・28・30日、
６月4・6・11・13・18・20・25・27日
７月2・4・9・11日
10月15・16・22・23・29・30日
11月5・6・12・13・19・20・26・27日
12月3・4・10・11・17・18日
１月8・14・15・21・22日

時間 1レッスン20分(予約制)
５月～７月 火・木曜日12：00～13：00
10月～１月 火曜日 12：00～13：00

水曜日 14：30～15：30
場所：人文社会科学部C棟602室
対象：茨城大学の学部生
※都合により、変更になる場合もありますので、レッスン前に必ず予約サイトに
て確認してください。
※1回に1～3人まで参加可能です。

ネイティブ教員(全学教育機構)と
英会話プライベートレッスン

Chatting Time

レッスン内容は個々のレベルに合わせて決定できます。
マンツーマンレッスンで、確実なステップアップを目指そう！



講師：シャノン先生(全学教育機構)
日程 原則、毎週火曜日

５月21・28日、６月4・11・18・25日
７月2・9・16日
10月22・29日、11月5・12・19・26日、
12月3・10、17日

時間 12：00～14：00 1レッスン20分(予約制)
場所：シャノン先生：共通教育棟1号館201室
対象：茨城大学の学部生
※都合により、変更になる場合もありますので、レッスン前に必ず予約サイトに
て確認してください。
※1回に1～3人まで参加可能です。

ネイティブ教員(全学教育機構)と
英会話プライベートレッスン

Chatting Time

レッスン内容は個々のレベルに合
わせて決定できます。
マンツーマンレッスンで、確実な
ステップアップを目指そう！



ALCネイティブ講師による
英会話プライベートレッスン

英語コミュニケーショントレーニング

 日程
５月8・15・22・29日
６月5・19・26日
７月3・10・17・24日
10月2・9・16・23・30日
11月6・13日
12月4・11・18日
１月8・15日

 時間 13：00～18：50(予約制)
1人(グループ)30分

 場所 図書館２階グループ学習室 (S1)
 講師 英語のネイティブスピーカー

((株)アルク)
 対象 茨城大学の学部生・大学院生

2～3名での
受講もOK！

このレッスンのココがイイ！
マンツーマンで個々のレベルに合った

丁寧なレッスンを受けられる！
毎回のフィードバックで、次への課題が見つかる！
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【別紙 1】「自ら読む」自律的な学習者を目指して―多読環境の充実による授業外学修促進プロジェクト 

申請事業の趣旨，目標，指標 

【本学における多読による授業外学修の取り組み】 

本学では、旧総合英語プログラムの開講当初より、全レベルにおいて様々な形で「英

語図書の多読」活動を取り入れてきた。多読に関する取組を全国の国立大学に先駆

けて開始し、十数年にわたり継続してきた結果、水戸キャンパスにおける多読用英語図

書(レベル別英語多読教材、英語児童文学・絵本など)は約8000冊を超え、国立大

学の中では上位の蔵書量となっている。また、多読活動に対しては、多くの学生から「楽しみながら」英語を学ぶことができるよう

になったという声が聞かれ、学生の英語に対する苦手意識の低減やモチベーションの維持などにも一定の効果を上げている。 

本学の多読活動における課題①－Practical Englishの日立・阿見開講に向けて  

2018年度には、総合英語から Practical English へとプログラムが拡大し、2年目を迎える。日立、阿見両キャンパスでも

基盤教育科目としての英語が 2 年次生向けに開講される。しかし、両キャンパスの多読用英語図書の整備は遅れており、早

急な対応が望まれている。 

本学の多読活動における課題②－「義務」としての多読活動による「プレッシャー」  

英語を「楽しみながら学べる」ことに気づく貴重な機会である一方、授業の「課題」としての多読においては、｢義務｣的活動と

してのプレッシャーも避けられない。多読の教育効果の最大化には、｢内発的｣な意思、動機から「自ら読む」(佐々木・上田

2007)という姿勢、行動が鍵となる。そのためには、自らの楽しみ、喜びのために本を読むという機会を与えることも大切である。 

 

【本プロジェクトにおける目標とそこから見込める成果】 

１. 多読ラウンジ整備により、全キャンパスにおいてリラックスした状況の中で継続的に多読活動を行える環境を提供する  

⇒ 授業外学修の機会と環境の提供 (課題①、②への対応、重点項目 1、3) 

 阿見、日立、水戸の 3キャンパスに、ソファ・エリアを中心とした多読ラウンジを設置する。

ラウンジでは、時間をかけて「自分にとって適切な」本を選ぶことが可能になる。本を選ぶプロ

セスは多読活動において大きな意味を持つ。タイトルや表紙だけで本を選択するのではなく、

本文を実際に読み、自分にとって難易度が適切、且つ、面白いと思う本を選ぶことが出来

なければ、多読体験は学習者本人にとっての「楽しみ」にはなりえないからである。また、多

読においては｢読めた！｣という小さな成功体験を重ねることがモチベーションの維持に必須

である。それには、借りるには少し抵抗が感じられる、「短すぎる」、「やさしすぎる」と思われ

るような本をその場でさっと読むという体験も重要である。多読ラウンジは上記の機会を学生

に提供することが可能である。 

２. プロセスの可視化による自主的な多読の取組促進と Book Talkにおける体験共有により多読の継続度の向上を図る 

⇒成功体験の積み重ねと協働学修の場の提供による授業外学修の促進 (課題②への対応、重点項目 1、3) 

多読における問題の一つに「継続の困難さ」が挙げられる。読書とは「個人的｣かつ「孤独」な活動である。自ら目標を設

定し、一定のペースで、外国語で書かれた本を継続的に読み続けることは時に難しい。継続への意欲をサポートするために、

スタンプラリーと体験共有の場である Book Talk を開催する。 

スタンプラリーへの参加によって、まず、自らの多読活動のプロセスが見えやすくなる。さらに、周りとの適度な競争感覚やイ

ンセンティブの提示は、継続への意欲向上にも繋がると考えている。また、Book Talk でお互いの体験を共有することで、読

んだことのないジャンルに巡り合ったり、次に読んでみたい本を見つけたりするなど、多読体験をより一層広げていくことが可能

である。このようなイベントと組み合わせることで、多読を｢孤独｣な活動でなくし、継続意欲を向上させることを目指す。 

参考：千葉大学図書館 多読コーナー 

(千葉大学 HPより) 
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成功体験の実感とモチベーション維持のためのスタンプラリーにおける工夫 

◆スタンプラリーにおける異なるゴール設定  

スタンプラリーにおいては、学生のペース作りをサポートしつつ、各自の英語レベルによって自分に適切なゴールを設定できるよう

にする。第 1 段階では多読のリズムを作るために、まとまった数の本を読むことを目標とし、第 2 段階では、A)「読了した本の冊

数、または、B)「読了した本の語彙数」の 2種類のゴールを自身の意思で選び、設定していく。 

◆2種類のゴールを設ける理由 

英語にあまり自信がない、苦手意識のある学生の場合、英語に対する「小さな成功体験」を多く積むことが継続の鍵となる。

そのため、｢読了図書の合計冊数｣を肯定的に評価することで、仮に周囲からは「やさしく」見える本であっても、それを読み続け

ることに対する後ろめたさや罪悪感を持たずに継続していくことが可能である。既に英語に対して肯定的な姿勢を持っている学

生は、「読了図書の合計語彙数」を目標に設定することで自分の「小さな挑戦」に対する「成功体験」を積むことが可能となる。 

(*語彙数は難易度判断のおおよその基準となる) 

多読体験を地域社会に共有・紹介し、地域貢献へ 

本プロジェクトの企画にあたり、本学図書館本部からは全面的な協力を約束されている。図書館実施の「土曜アカデミー」に

おいて、本プロジェクトの表彰式を兼ねた成果発表を行い、地域社会にも多読活動を紹介する予定である。プロジェクト終了後

には、図書館が主体となり、地域住民対象の多読スタンプラリーを行うことも検討している。地域住民の英語多読に対する高い

興味・関心に応えることによる地域貢献はもちろんのこと、多読活動を始めとする本学の英語教育について地域社会に発信す

るよい機会となるであろう。 

実施計画 

 以下の流れに沿って本プロジェクトを実施していく。 

時期 実施内容 

4 月～6 月 多読ラウンジ整備 

ソファ購入、設置 (日立、阿見、水戸)  多読用図書購入、配架 (日立、阿見) 

7 月～9 月 スタンプラリー実施準備  

スタンプカード作成  インストラクション・シート作成 (「多読 3原則*」の確認、本の探し方など) 

インセンティブ・グッズ購入 周知用フライヤー作成  キャンパスにおいて周知 

(*多読 3原則：①辞書は引かない ②わからないところは飛ばす ③つまらなくなったら後回し (酒井 2002 より)) 

10 月～ スタンプラリーエントリー開始 

エントリー学生にスタンプカード配布  

スタンプカード 1枚修了ごと＋ゴール達成時にインセンティブ・グッズ供与 

Book Talk開催 (作家と作品について語る会：作家兼応用言語学者の Rob Waring氏を予定) 

1 月末 スタンプラリー終了 

スタンプカード集計 Top Readers (冊数、語彙数両カテゴリー)選定、表彰者決定 

2 月中旬～下旬 スタンプラリー表彰会 (「土曜アカデミー」にて地域住民にも公開) 

Top Readers表彰、インタビュー、多読体験の共有と紹介 

次年度の社会人向け多読スタンプラリーへの橋渡し 
 
参考文献：佐々木美帆・上田敦子 (2007) 多読による英語学習者のリーディングスキル発達に対する認知心理学的検証，茨城大学人文学部紀要， 
人文コミュニケーション学科論集，2:97－105． 

酒井邦秀 (2002) 快読 100万語！ペーパーバックへの道，ちくま学芸文庫，東京 

学修の
継続 
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